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潮流
環境省「瀬⼾内海の環境情報」から

「第 6235 号 豊後⽔道付近潮流図」（海上保安庁、平成 18 年 1 ⽉）
「第 6233 号 広島湾及安芸灘潮流図」（海上保安庁、平成 15 年 2 ⽉）
「第 6232 号 備後灘及備讃瀬⼾潮流図」（海上保安庁、平成 16 年 2 ⽉）
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南海トラフ震源域（伊⽅原発は震源域内）
巨⼤活断層、中央構造線（紀伊半島〜別府湾）

2014 年 3 ⽉ 14 ⽇伊予灘沖地震 震源地

広島から⼀番近い原発

愛媛の四電・伊⽅原発
中国電⼒の島根原発ではなく
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広島市⺠の⽣存権を守るために伊⽅原発再稼働に反対する 1 万⼈委員会
◆⽇時：2015 年 4 ⽉ 11 ⽇（⼟曜⽇）15:00 〜 16:00 ◆場所：広島平和公園 元安橋東詰出発
◆主催：広島市⺠の⽣存権を守るために伊⽅原発再稼働に反対する 1 万⼈委員会（連絡先 1man_office@hiroshima-net.org)◆調査・⽂責：哲野イサク ◆チラシ編集・作成：網野沙羅

http://hiroshima-net.org/yui/1man/

第 61 回伊⽅原発再稼働を⽌めよう！四電
いかた げんぱつ

四電

伊⽅原発の規制基準適合性
審査の進⾏状況と
広島市議会の請願⾏動報告
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広島 1 万⼈委員会：これまで
の活動経過報告
 2011 年 3 ⽉ 11 ⽇に発⽣した東電福島第⼀原発事故は、私たちに
も⼤きな衝撃を与えました。そして 2 度と原発を動かしてはならぬ、
と固く決意しました。2012 年 9 ⽉、ポスト・フクシマ時代の、⽇本
における原⼦⼒産業利⽤推進規制⾏政機関として原⼦⼒規制委員会が
発⾜。2013 年 7 ⽉には規制委が原発規制基準を決定、即⽇施⾏しま
した。いよいよポスト・フクシマ時代の原発再稼働へ向けて規制⾏政
側からの準備が整ったのです。四国電⼒も即⽇伊⽅原発の規制基準適
合性審査を申請しました。
 こうした流れの前に、私たち有志は、2012 年 7 ⽉、広島市⺠に四
国電⼒伊⽅原発が広島からもっとも近い原発であることを知らせる活
動を開始しました。「伊⽅原発再稼働反対」といってみたところで、圧
倒的⼤多数の広島市⺠が伊⽅原発の存在そのものを知らない状況では
話がはじまらなかったからです。
 2013 年 7 ⽉、伊⽅原発適合性審査申請に危機感をもった私たちは、

「伊⽅原発再稼働に反対する決議」を広島市議会に請願するための共同
請願⼈を募る署名活動を開始しました。そして 9 ⽉ 17 ⽇に共同請願
⼈署名 1541 筆を添えて請願書を広島市議会に提出しました。（当時は
広島 1 万⼈委員会の前⾝である「結・広島」名での提出）

 2014 年 1 ⽉、結・広島の活動を拡⼤する⽬的で、「広島 1 万⼈委員会」
が発⾜、毎⽉ 1 回の総会で活動⽅針を決めながら、伊⽅原発の存在と
危険を知らせる広報デモなどを継続する⼀⽅で、広島市議会への請願
⾏動を強めました。
 2014 年 10 ⽉に広島市議会議員に、原発問題⼀般に関するアンケー
ト調査を実施、アンケート回収を 2015 年 1 ⽉末で打ち切って、回答
公表を実施、現在に⾄っています。



1 号機 PWR 56.6 万 kW
2 号機 PWR 56.6 万 kW
3 号機 PWR 89.0 万 kW

使⽤原⼦炉と
運転開始年⽉

1977.09 
1982.03 
1994.12 

※PWR は加圧⽔型原⼦炉
※3 号機はプルトニウム混合燃料を使⽤するプルサーマル炉

GoogleMap 使⽤

100km
広島

松⼭

四万⼗

⼤分

宇佐

由布
別府

⼭⼝

宇部

尾道

今治

伊⽅原発
いかた

周南
50km
30km

図 1

設設置変更許可申請書における項目
H25.7申請後の検討・反映事項
（審査会合での主な議論内容）

資料名

地盤 敷地の地質・地質構造 ・軟質部が認められない断層の追加調査および活動性に係る追加検討
・軟質部を含む断層の活動性に係る追加検討（詳細分析）

資料
３－２

敷地周辺の地質・地質構造 ・伊方発電所立地地点の地域性に係る追加検討
・敷地近傍の地質構造に係るデータの補足

資料
３－３

地震 敷地地盤の振動特性 ・剛性率の設定に係る追加検討に伴う地盤構造モデルの見直し

資料
３－４

敷地ごとに震源
を特定して策定
する地震動

内陸地殻内 ・基本震源モデルとして、中央構造線断層帯と別府－万年山断層帯の連動を考慮した断層長さ約
480kmケースおよび部分破壊も考慮した断層長さ約130㎞ケースと54kmケースを設定

・地震動評価における不確かさの設定を見直し（スケーリング則，破壊伝播速度など）
・耐専スペクトル評価を保守的に見直し（適用範囲の拡大，内陸補正を適用しない）
・応答スペクトル評価に基づくSs-1（570gal）を650galに見直し，断層モデルを用いた地震動評価に基
づくSs-2を8波追加

海洋プレート内 ・地震動評価における不確かさの設定を見直し（地震規模，アスペリティ位置など）

プレート間 ・地震動評価における不確かさの設定を見直し（アスペリティ位置）

震源を特定せず策定する地震動 ・16地震の整理
・Ss-3-1（北海道留萌支庁南部地震），Ss-3-2（鳥取県西部地震）を追加

超過確率の参照 ・480kmの連動ケースをロジックツリーに反映
・地震調査委員会（2013）の知見の反映

津波 基準津波の策定 ・基準断層モデルとして、中央構造線断層帯と別府－万年山断層帯の連動を考慮したケースを設定
・解析条件の見直し（水平渦動粘性係数、海底地形データ、剛性率）

資料
３－５基準津波に対する安全性 ・砂移動評価見直し

超過確率の参照 ・基準津波の変更等を反映

基礎地盤及び
周辺斜面の
安定性

基礎地盤の安定性評価 ・基準地震動変更による評価見直し
・評価対象施設を追加（緊急時対策所等）

H27.3.13
審査会合で
説明済周辺斜面の安定性評価

火山 立地評価
影響評価

・阿蘇４火砕流の分布範囲に係る追加検討
・降下火砕物厚さに係る追加検討

資料
３－６

伊方発電所 新規制基準適合性に係る審査を踏まえた検討・反映事項について

平成２７年３月２０日
四国電力株式会社◯これまでの審査会合での検討・議論を踏まえ，伊方発電所の地震・津波等の評価について，資料３－２～６のとおり取りまとめた。

◯平成２５年７月の設置変更許可申請時点から，審査会合での検討・議論を踏まえて反映した事項は下表のとおり。
◯今後，下表の反映事項を踏まえ，設置変更許可申請書の一部補正を実施する予定。

資料３－１
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四国電⼒伊⽅原発 3 号機規制委審査状況

【参照資料】原⼦⼒規制委員会 第 210 回原⼦⼒発電所の新規制基準適合性に係る審査会合（2015 年 3 ⽉ 20 ⽇）資料３－１ 伊⽅発電所 新規制基準適合性に係る審査を
踏まえた検討・反映事項について https://www.nsr.go.jp/data/000100935.pdf

図２

 四国電⼒は、伊⽅原発 3 号機の規制基準適合性審査申請を 2013 年 7 ⽉
8 ⽇に⾏い、その後 7 ⽉ 18 ⽇に第 1 回関連審査会合が開かれて以降、関
連審査会合は、2015 年 4 ⽉ 9 ⽇まで合計 75 回（うち 1 回は現地調査）を数
えます。現在申請中の原⼦炉の中ではもっとも回数の多いグループに⼊り
ます。審査会合の最⼤の焦点は、伊⽅原発の耐震基準地震動の決定にあり
ました。
 伊⽅原発は、南海トラフ想定震源域のギリギリに位置している上に、中
央構造線のほぼ真上に位置しています。規制委会合もこの点を重視、中央
構造線に沿って約 480km の⻑さの活断層が連動して動いた場合の耐震基
準地震動を設定するように求めました。これに対して四国電⼒側は、頑強
に 570 ガル（地震動の数値単位）を主張し、規制委側と対⽴、ほぼ 1 年間が
空転しました。このままでは審査会合が通らないと⾒た四国電⼒は、歩み
寄って 650 ガルで妥協し、最⼤の懸案が解決しました。
 570 ガルに固執した理由は、耐震構造構築への追加投資を、これ以上し
たくなかったからです。四国電⼒の経営体⼒に原発運営は荷が重すぎるの
です。また、570 が 650 になったところで安全になった訳ではありません。
⽇本における既往最⼤の地震動は 4077 ガル（岩⼿県）ですから、本来、最
低限この⽔準に上げなければなりません。もともと規制委の基準地震動の
決め⽅に問題があるのです。
 ともあれ、最⼤の懸案が⽚付いた後は順調に審査が進み、2015 年 3 ⽉ 8
⽇の会合では、四国電⼒は、これまでのまとめともいうべき書類を提出（図
2 参照）、補正申請、原⼦炉設置変更許可審査書案作成の⽇も近いとみられ
ます。



写真１ ⼟⽯流で多くの死者を出した
安佐南区⼋⽊地区

 2014 年夏、広島⼟砂災害の発⽣で、広島市は防災体制を⾒直すことにな
りました。しかしその中⾝を⾒ると、避難勧告や避難命令発令を早めるなど
といった、枝葉末節の問題に終始しており、防災体制⾒直し問題の根幹に触
れていません。たとえば昨夏の⼟砂災害で、信じられないほどの死亡者を出
した根本原因は、本来住宅を建ててはいけない地区に、何らの警告も与えず、
無差別に住宅建設を容認してきたところにあります。もっとも被害の⼤きかっ
た広島市⼋⽊地区は、江⼾時代から “蛇落地悪⾕”（じゃらくじあしだに）と
して知られ、⼤規模⼟砂災害が繰り返され、先⼈が幾度も警告を発していた
地域です。開発優先の考え⽅そのものが今回の⼟砂災害を⽣んだともいえる
でしょう。
 根幹となる問題に全く⼿をつけずに、表⾯⼩⼿先でその場をしのごうとい
う広島市の姿勢は、その防災計画にも端的に表れています。

 表 1 は、広島市防災計画の担当部局広島市消防局が作成した「広島市の巨
⼤地震被害想定」（広島市地震被害想定報告書）から抜粋した表です。（広島市は、
防災担当部局を消防局から市⻑部局に移管することを決めました。当然のことで遅すぎます。
新体制の⾻格はまだ明らかになっていません）

 この報告書では、震源域を、五⽇市断層、安芸灘、伊予灘なども想定して
シミュレーションを⾏っていますが、南海トラフ震源域のケースだけを抜粋
したものです。（図 4 参照）この想定では、南海トラフ震源域のどこかで巨⼤
地震（マグニチュード 9.0）が発⽣、広島市の震度が 6 弱となっています。その
場合、死亡者だけで 3907 ⼈、経済被害は 2.36 兆円などといった数字が並
びます。
 しかし震源がどこであれ、南海トラフ巨⼤地震が発⽣し、マグニチュード
9.0 で、広島市内の震度が 6 弱の想定で、広島から 100km の四国電⼒伊⽅
原発の敷地内震度が 6 弱以下のはずは絶対にありません。もしかすると震源
は伊⽅原発の近傍かもしれないのです。震度 6 弱といえば、原⼦⼒災害対策
指針の定める規定によれば、伊⽅原発は、原⼦⼒緊急事態に対応した体制を
とらなくてはなりません。広島で 6 弱の時には、伊⽅では原⼦⼒緊急事態対
応体制に⼊っているのです。
 広島市の防災体制には、常にわずか 100kmの伊⽅原発の情勢が念頭に⼊っ
ていなければなりません。つい先⽇（2015 年 3 ⽉）も広島市五⽇市地区で、
巨⼤地震が発⽣したことを想定して、防災避難計画通りの避難訓練が実施さ
れ約 300 ⼈が参加しました。道が狭くなかなか避難しにくいなどといった感
想もありましたが、もし南海トラフ震源域で巨⼤地震が発⽣し、伊⽅原発が
稼働中で苛酷事故を起こせば、当然の話、広島市内も避難の対象となります。

 というのは、原⼦⼒規制委員会が実施した、原発苛酷事故時の放射性物質
拡散シミュレーションで
は、伊⽅原発が苛酷事故を
起こした場合、気象条件に
もよりますが、広島市内は
1週間で 4mSv 以上の被曝
を被ることが演繹されてい
るからです。

ですから、避難が実際に可
能かどうかは別として、伊
⽅原発苛酷事故のケースは
常に想定していなければな
らないでしょう。広島市防
災計画の最⼤の盲点だと思
います。
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南海トラフ地震による
広島市の地震被害想定

表１
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【参照資料】広島市 web サイト「平成２５年度 (２０１３年度 )
広島市地震被害想定報告書（概要版）」リーフレット 5p より
http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/contents/0000
000000000/1390540463421/index.html

【参照資料】⽂部科学省 地震調査研究推進本部 web サイト「南
海トラフで発⽣する地震」より
http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/kaiko/k
_nankai.htm

図 4 南海トラフ震源域

伊⽅原発

【参照資料】⽂部科学省 地震調査研究推進本部 web サイト
「中央構造線断層帯（⾦剛⼭地東縁－伊予灘）」より
http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/katsud
anso/f081_083_085_086_089_chuo.htm

図 5 巨⼤活断層 中央構造線

伊⽅原発

2014 年夏 広島⼟砂災害の発⽣で 広島市は防災体

広島市防災計画の盲点



2014 年 11 ⽉ 25 ⽇

アンケートへのご協⼒のお願い
 ⽇頃、広島市⺠のためにご尽⼒くださり、深く感謝いたしており
ます。
 さて、私たちは、昨年９⽉１７⽇に広島市議会に「四国電⼒伊⽅
原発３号機再稼働に反対する広島市議会決議を求めることについ
て」という請願を提出いたしました（受理番号３６）。この請願は、
経済観光環境委員会に付託され、現在、継続審議となっております。
この請願の趣旨は、別紙に⽰すとおりです。
 伊⽅原発３号機の再稼働については、現在、国の原⼦⼒規制委員
会において規制基準適合性審査が進められ、川内原発や⾼浜原発に
続いて、⽐較的早い時期に「原⼦炉設置変更許可審査書」が原⼦⼒
規制委員会から出されることが予想されます。しかし、請願趣旨に
も⽰すとおり、伊⽅原発３号機の再稼動は、広島市⺠の⽣命・財産
にとって⼤きな脅威となるものであると、私たちは考えております。
 それでは、広島市議会議員の皆様は、原⼦⼒発電と伊⽅原発再稼
働の問題についてどのように考えていらっしゃるのでしょうか？ 
私たちはぜひともそれをお⽰しいただきたいと考えております。
 つきましては、お忙しい中、まことに恐れ⼊りますが、別紙のア
ンケートにご協⼒くださいますよう、お願い申し上げます。
 まことに恐縮ですが、来る 12 ⽉ 5 ⽇までにご記⼊いただきたく、
よろしくお願い申し上げます。

表 2

広島市議会議員         様

原⽥ ⼆三⼦
結・広島

広島市⺠の⽣存権を守るために伊⽅原発再稼働に反対する１万⼈委員会

アンケート
１． ⽇本は 2011 年 3 ⽉ 11 ⽇以来、現在も、東京電⼒福島第 1 原
発事故による原⼦⼒災害緊急事態宣⾔中であることをご存知でしょう
か？

２． 原⼦⼒地域防災計画の策定と実施の第⼀義的責任は、法令上、
各⾃治体にあることをご存知でしょうか？

３． 原発問題は⽣存権問題だととらえていますか？ それとも、エ
ネルギー問題だととらえていますか？

４． ⽇本の社会に、当⾯、原⼦⼒発電による電⼒は必要だとお考え
でしょうか？

５． 請願第３６号「四国電⼒伊⽅原発３号機再稼働に反対する広島
市議会決議を求めることについて」の趣旨にご賛同いただけるでしょ
うか？

はい   いいえ

はい   いいえ

はい   いいえ

はい   いいえ

① ⽣存権問題   ② エネルギー問題   ③ その他

ご協⼒、ありがとうございました。

表 3
広島市議会議員         様

市議会議員52名 原発問題認識アンケート結果表 4

⾕⼝ 修
⼋軒 幹夫
三宅 正明
⽊島 丘
平野 博昭
碓井 法明
児⽟ 光禎
佐々⽊ 壽吉
⾦⼦ 和彦
⽊⼭ 徳和
豊島 岩⽩
森畠 秀治
⽯橋 ⻯史

⾃由⺠主党・
保守クラブ

（略称 ⾃⺠党
・保守クラブ）

会派名 議員名
安佐南区
南区
安芸区
安佐北区
⻄区
東区
佐伯区
東区
安芸区
中区
⻄区
東区
安佐南区

選出区

⾃由⺠主党
（略称 ⾃⺠党）

今⽥ 良治
⼤野 耕平
宮崎 誠克
中本 弘
種清 和夫
熊本 憲三
⼭⽥ 春男
永⽥ 雅紀
元⽥ 賢治
⺟⾕ ⿓典
⼭路 英男

安佐北区
⻄区
佐伯区
南区
安佐南区
安芸区
⻄区
中区
南区
佐伯区
東区

市⺠連合

若林 新三
清⽔ 良三
酒⼊ 忠昭
⽥尾 健⼀
太⽥ 憲⼆
松坂 知恒
森本 健治
⼭内 正晃

安佐北区
佐伯区
南区
安佐南区
⻄区
南区
中区
安佐北区

公明党

渡辺 好造
原 裕治
⻄⽥ 浩
平⽊ 典道
安達 千代美
星⾕ 鉄正
⽶津 欣⼦
碓氷 芳雄

南区
⻄区
安佐北区
東区
安佐南区
中区
佐伯区
安佐南区

市政改⾰・
無党派クラブ

（略称 市政改⾰
ネットワーク）

藤⽥ 博之
⽵⽥ 康律
⾺庭 恭⼦
伊藤 昭善
⽉村 俊雄
⼟井 哲男
沖宗 正明

佐伯区
安佐南区
中区
安佐北区
⻄区
安佐南区
安芸区

⽇本共産党 村上 厚⼦
近松 ⾥⼦
中原 洋美

東区
中区
南区

地域デザイン ⼋條 範彦
⼭本 誠

安佐南区
⻄区

Q１ Q２ Q3 Q4 Q5

回答拒否

回答拒否

回答拒否

回答拒否
回答拒否

回答拒否

回答拒否

はい はい はい

はい はい はいいいえ①

はい はいいいえ いいえ①

はい いいえ ① いいえ はい

はい はい はいいいえ①・②
はい はい はいいいえ①・②
はい はい はいいいえ①・②

はい いいえ ① いいえ はい

はい はい はい いいえ③

はい はい いいえ いいえ①

はい はい はいいいえ②
はい はい ① いいえ はい

はい はい はいいいえ①

回答拒否

回答拒否

無回答 無回答

回答拒否

Q3:① ⽣存権問題 ② エネルギー問題 ③ その他

（13 名）

（11 名）

（8 名）

（8 名）

（7 名）

（3 名）

（２名）

紹介議員
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広島市議会議員へ原発⼀般に関するアンケートを実施
 広島市当局への働きかけ、広島市議会に対するロビー活動
を続けるうち、私たちは、原発問題に関する広島市議会議員
の知⾒や⾒識に⼤きな疑問を抱くようになりました。 
 そもそも広島市議会議員は、原発にたいしてどう思ってい
るのだろうか？伊⽅原発のことを知っているのだろうか？
いったん原⼦⼒災害が起こった時に、国がどう定めているか
知っているのだろうか？
 それでアンケートを実施してみることにしました。表 2 が

「アンケートご協⼒のお願い」と題する挨拶⽂です。中で代
表の原⽥⼆三⼦は、「伊⽅原発 3 号機の再稼働は、広島市⺠
の⽣命・財産にとって⼤きな脅威になる、と私たちは考えて
います」と述べています。
 表 3 がアンケートの質問項⽬です。⽇頃忙しい議員さんの
⽴場を考えて、5 問に絞り込みました。いずれも現在の伊⽅
原発再稼働を考える際、基礎中の基礎となる知⾒項⽬です。

（次ページへ続く）



表 5 （広島市議会）経済観光環境委員会（に対する）提出資料
平成 25 年 9 ⽉ 26 ⽇

（広島市）環境局温暖化対策課
○請願 36 号（平成 25 年 9 ⽉ 17 ⽇受理）
四国電⼒伊⽅原発 3 号機再稼働に反対する広島市議会決議を求める請願
私たちの⽣存権を侵す四国電⼒伊⽅原発 3 号機再稼働に反対する広島市
議会決議を求める。

【国の動き】
第 3 回⽇本経済再⽣本部 安倍総理指⽰

「経済産業⼤⾂は、前政権のエネルギー・環境戦
略をゼロベースで⾒直し、エネルギーの安定供給、
エネルギーコスト低減の観点も含め、責任あるエ
ネルギー政策を構築すること。」
第百⼋⼗三回国会における安倍内閣総理⼤⾂施政
⽅針演説

「東京電⼒福島第⼀原発事故の反省に⽴ち、原⼦
⼒規制委員会の下で、妥協することなく安全性を
⾼める新たな安全⽂化を創り上げます。その上で
安全が確認された原発（ママ）は再稼働します。」
エネルギー政策の⾒直しを⾏う総合資源エネル
ギー調査会総合部会が再開
原⼦⼒の安全基準（ママ）を⽰す「新規制基準」
の施⾏（原⼦⼒規制委員会）
四国電⼒のほか 3 電⼒会社が、伊⽅原発 3 号機
を含む 6 原発 12 基について、原⼦⼒規制委員会
に新規制基準適合性に係わる審査を申請
内外記者会⾒における安倍総理発⾔

「エネルギーの安定供給、エネルギーコスト低減
の観点も含めて、責任あるエネルギー政策を構築
していく。原⼦⼒⽐率は引き下げていく。」「原発
の再稼働については、世界で最も厳しい安全基準

（ママ）の下で、判断していくこととしている。」

【本市（広島市のこと）の対応】
エネルギー政策は、エネルギーが国⺠の経済や⽣活を⽀える基盤であ
ることを踏まえて、国⺠経済や国⺠⽣活全般に責任を持つ国が決定す
べきものと考えています。国は、原⼦⼒発電については、基幹エネルギー
として位置づけてきましたが、平成 23 年 3 ⽉の福島第⼀原⼦⼒発電
所の事故により、原⼦⼒発電に対する国⺠の信頼が⼤きく失われたこ
とから、本市は国に、国⺠の理解と信頼が得られるよう早急にエネル
ギー政策を⾒直し、具体的な対応策を講じるよう要望してきたところ
です。国は、現在、エネルギー政策の⾒直しを進めており、本市としては、
原⼦⼒発電の再稼働については、現在、国が進めているエネルギー政
策の⾒直し等の取組の中で、国及び関係当事者において判断されるも
のと考えています。

平成 25 年 1 ⽉ 25 ⽇

2 ⽉ 28 ⽇

3 ⽉ 15 ⽇

7 ⽉ 8 ⽇

7 ⽉ 8 ⽇〜 12 ⽇

9 ⽉ 7 ⽇
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表 5 （広島市議会）経済観光環境委員会（に対する
平成 25

伊⽅原発問題は広島市の政策課題ではないとする
広島市当局の姿勢
 表 4 が広島市議会議員の回答⼀覧です。中で「回答拒否」
とあるのはこういうことです。
 アンケート実施にあたって、提出したアンケート⽤紙に何
も記⼊せず⽩紙のまま返却した場合には「無回答」、⽩紙の
アンケート⽤紙も返却しなかった場合には「回答拒否」とし
ようと決めました。みなさん、お忙しい⽅ばかりですから、
広島市議会議員控え室（広島市議会庁舎の 2 階に党派・会派別に議
員控え室が設けてあります）にアンケート⽤紙を預けたところで、
すぐに回答が返ってくるとは最初から思っていません。アン
ケート⽤紙回収のために、何度も⾜を運ばなければならない
ことは覚悟していました。そうして何度も⾜を運んだ上で、
⽩紙返却もしないのであれば、これは「回答拒否」と⾒なそう、
と考えたのです。

 結果として、表にみられるように⾃⺠党・保守クラブの議
員さん全員、⾃⺠党の議員さん全員、公明党の議員さん全員
が「回答拒否」でした。回答拒否率は実に 75% に上ります。
アンケートに協⼒できない理由として、⾃⺠党・保守クラブ
の⾕⼝修幹事⻑（安佐南区選出）は、「反原発の市⺠団体が求め
るアンケートには協⼒しかねる。ただしこれは幹事⻑の私の
⾒解で、議員⼀⼈⼀⼈に協⼒を禁じるものではない。ただし
実際協⼒する議員は⼀⼈もいないだろう」と話してくれまし
た。原発問題は、特にフクシマ事故以降、⽇本の国⺠的課題、
地域重要課題として、反対派・賛成派が率直に議論し、共通
認識の⼟台（たとえば、原発の電気がなければ本当に電⼒は⾜りない
のか、原発の電⼒は本当に低コストなのか、原発から通常運転で放出さ
れている放射能は、本当に健康に悪影響はないのか、原発がフクシマ事
故並みの苛酷事故を起こす可能性についてどう考えているのか等々）を
つくっておかなければ、議論はいつもすれ違いに終わるので、
率直に話し合うことが重要、という認識はないのだな、と思
いました。
 ⾃⺠党の今⽥良治幹事⻑（安佐北区）は、「私たちは、原発
を⽇本の社会に必要と考えているので回答を遠慮する」とや
や的外れな理由説明でした。
 アンケートの第 4 問は、「⽇本の社会に、当⾯、原⼦⼒発
電による電⼒は必要だとお考えでしょうか？」があります。
今⽥幹事⻑は、少なくともこの質問には答えてくれているの
ですが。
 公明党の渡辺好造幹事⻑は、「党本部は⾃⺠党と連⽴政権
を組んでおり、原発反対の⽴場からのアンケートには協⼒し
かねる」という回答でした。
 これで⾒ると、広島市議会の圧倒的多数を占める、⾃⺠党・
保守クラブ、⾃⺠党、公明党の 3 会派は全員「原発推進」の
⽴場なのだな、ということになります。

 原発問題は「エネルギー問題」なのか、原⽥⼆三⼦がアン
ケート協⼒のお願いの中で述べているように、「広島市⺠の
⽣命・財産に関わる問題」なのか、つまり私たちの⽣存権問
題なのか、という課題があります。フクシマ原発事故が⽰し
たことは、まさにこの問題に対する回答でした。つまり原発
問題は、エネルギー問題である以前に、私たちの⽣存権問題
であることを証明したのでした。

 市議会議員の多くが、原発問題をエネルギー問題としてと
らえていることは、広島市当局が原発問題をエネルギー問題
として、とらえていることと⼤いに関係があるのではないか
と思います。
 請願を市議会に提出した時、担当常任委員会である、市議
会「経済観光環境委員会」が広島市当局に、この請願に関す
る⾒解を求めたことがあります。表 5 が広島市当局の経済観
光環境委員会に対する回答です。
 ⼀⾔で⾔えば、広島市は、原発問題をエネルギー問題とし
て捉えている、エネルギー問題は国が扱う問題である、地⽅
⾏政にはなじまない政策課題である、福島原発事故以降の国
は原発に対する不信感を取り除こうと努⼒している、広島市
としてはそれを⾒守りたい、という内容になっています。

（次ページへ続く）

＜前ページより続き＞



表 5 広島市⺠の⽣存権を守るために伊⽅原発再稼働に
反対する広島１万⼈委員会（略称：広島 1 万⼈委
員会）の今後の活動⽅針

・繁華街での定期的広報デモ実施
・広報資料チラシ作成配布
・繁華街での街頭宣伝活動
・繁華街での広報アンケート実施
・Web サイトでの広報資料提⽰ 
・広島市議会への請願書提出
・上記共同請願⼈拡⼤署名活動
・広島市や広島県当局に対する資料提供・

広報活動
・各種要望書・陳情書提出
・地元市⺠グループと連携しての請願書・

陳情書提出⾏動
・伊⽅原発の特性や危険を明⽰する資料

情報提供
・幅広い⽂献資料の収集 
・低線量内部被曝の研究
・トリチウムの研究
・ICRP に関する研究
・規制委審査会合資料の分析と探索

①四国電⼒伊⽅原発の存在
と危険を広島市⺠に知ら
せる活動

②広島市・広島県・広島市
議会・広島県議会への陳
情・請願活動

③四国伊⽅原発 30km 圏
⾃治体への陳情・請願活
動

④原発・核施設・放射線被
曝に関する資料収集、調
査研究活動
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活動⽅針内容 具体的活動例

広島 1 万⼈委員会：今後の活動⽅針
 これまで広島市議会に提出してきた「伊⽅原発再稼働に反
対する広島市議会決議」請願は、今年統⼀地⽅選挙後の新広
島市議会が招集され、現市議会が解散となった時点で、継続
審査未了のまま流れます。つまり請願申請は⾃動的に無効と
なるわけです。広島 1 万⼈委員会としては、新たな広島市議
会に、新たな請願を⾏う予定です。その内容については、よ
り多数の新議員の賛同がえられる趣旨とする予定です。

 2015 年 3 ⽉ 28 ⽇（⼟）、広島 1 万⼈委員会は 3 ⽉定例
総会を開き、今後の活動⽅針を、広島市議会に対する請願活
動を含めて、おおよそ表 5のように決めました。

 ⼤筋としては、広島市内での活動を拡⼤し、四国伊⽅原発
地元 30km 圏⾃治体にも働きかけよう、という⽅針です。
というのは、伊⽅原発再稼働にあたっては、原⼦⼒規制委員
会の適合性審査合格の法的要件とは別個に、30km 圏⾃治体
同意が法的要件になっていることが明らかになってきたから
です。30km圏⾃治体が「再稼働反対」の意思表⽰を⾏えば、
再稼働へのハードルがさらに⾼くなるというわけです。

 今後、伊⽅原発再稼働を⽌めるため、あらゆる実効性のあ
る⼿段を模索し、全⼒を挙げるつもりです。

 放射能で汚れた広島を、次世代に渡すわけにはいきません。

 この広島市の姿勢を、「原発問題は⽣存権問題」という認
識にまず変えていかねば、なかなか市議会の姿勢も変わらな
いだろうと思います。（考えてみればおかしな話です。被爆都市広
島を標榜し、放射能の恐ろしさをよく知っているはずの広島市が、放射
能をまき散らす原発に反対ではない、すくなくとも必要だと考えている
ということですから。どこかに⾸尾⼀貫しない、ウソが混じっている、
ということなのでしょう）

紹介議員は全員アンケートに回答
 請願書提出には、紹介議員が必要という決まりがあります。
議員の紹介で市議会に請願書を提出するという建前なので
しょう。今回「伊⽅原発再稼働に反対する市議会決議」請願
にも 9名の議員に紹介議員になっていただきました。
 その紹介議員は全員アンケートに回答していただきまし
た。特に第 3問「原発問題は⽣存権問題だととらえています
か？それとも、エネルギー問題だととらえていますか？」と
いう質問に全員が「⽣存権問題」と回答したのは、私たちと
して⼼強い思いがしました。
 また回答した議員全員が、第 1 問「⽇本は 2011 年 3 ⽉
11 ⽇以来、現在も東京電⼒福島第⼀原発事故による原⼦⼒
緊急事態宣⾔中であることをご存じでしょうか？」という質
問に「はい」と回答しています。

 原⼦⼒緊急事態宣⾔は、原⼦⼒災害対策特別措置法に明記
されている措置で、原⼦⼒災害の危険、わかりやすくいえば

法律で容認する以上の放射能の危険が存在する限り宣⾔が継
続することになっています。そして内閣総理⼤⾂（原⼦⼒災害
対策本部⻑）は宣⾔解除に全⼒を挙げることが義務づけられて
います。この宣⾔が続いているということは、法律が容認す
る以上に放射能の危険が、国⺠の⽣命・財産を脅かしている
ということでもあります。このことを知っているかいないか
は、今の状況下で原発再稼働の判断を下す際、⼤きな判断要
因になるのではないか、と思います。
 国会議員はもちろん、地⽅議員も必須の認識でしょう。

 第 2問も地⽅議員必須の認識として重要です。原⼦⼒地域
防災計画は、原⼦⼒災害に対応する法的枠組みですが、原⼦
⼒災害が発⽣した時、住⺠の⽣命・財産に第⼀義的責任を負
うのは、それぞれの地⽅⾃治体であって、国はこれを⽀援す
る⽴場であることを明記した規定です。原発を動かすのは国
の責任と権限だが、いったん苛酷事故を起こせば、避難計画
から帰還計画まで⼀切当該⾃治体が責任を持ちなさい、とい
うずいぶん⾝勝⼿な規定ですが、これが法律に明記されてい
る以上、その通りを実施しなければなりません。これも原発
再稼働の判断に⼤きな影響を与える知⾒でしょう。

 全体としていえば、原発問題を「⽣存権問題」としてとら
える議員は、原発の再稼働に反対または慎重姿勢、原発問題
をエネルギー問題として捉える議員は、再稼働賛成または消
極的容認とまとめることができるアンケート結果でした。

＜前ページより続き＞



広島市議会議⻑ 碓井 法明 様

請   願   書
 広島市中⼼部から直線距離で約 100 キロの所に、四国電⼒の伊⽅原⼦⼒発電所（伊⽅原発）
があります。
 伊⽅原発は、2011 年 3 ⽉の福島原発事故発⽣の後、定期点検に⼊った 1 号機〜 3 号機がす
べて運転を停⽌していますが、本年 7 ⽉の原発の新規制基準施⾏に伴い、四国電⼒はただちに
伊⽅原発 3 号機の再稼働を申請し、原⼦⼒規制委員会は、新規制基準をほぼ満たす四国電⼒伊
⽅原発3号機の規制適合を早期に認めると予想されます。規制委員会が規制基準適合判断を⾏っ
た後、最終的には、政府が再稼働を判断することになります。
 しかし、原⼦⼒規制委員会の規制基準を満たしていることと安全であることとは、まったく
別のことです。別紙「伊⽅原発危険報告」に⽰すとおり、伊⽅原発はきわめて危険な原発です。
 原⼦⼒規制委員会は、「重⼤事故は起こる」ことを前提とし、苛酷事故が起こる確率を「1 炉
あたり 100 万年に 1 度」とすることを⽬標としています。現実には、1979 年のスリーマイル
島原発事故、1986 年のチェルノブイリ原発事故、2011 年のフクシマ原発事故と、およそ 10
年〜 20 年に 1 度の間隔で原発苛酷事故は発⽣しています。
 私たち⽣活者にとって、原発事故は確率の問題ではありません。命、健康、ふるさとに、か
けがえはありません。原発事故は絶対に起こってはならず、「重⼤事故は起こる」ことを前提と
する原発の再稼働を認めることはできません。
 私たちは、私たちの⽣存権を侵す伊⽅原発 3 号機の再稼働に反対し、私たちの代表たる広島
市議会に次のことを求めます。

要請：
１．四国電力伊方原発 3 号機再稼働に反対する広島市議会決議を上げてください。

＜署名送付先＞ 広島市⺠の⽣存権を守るために伊⽅原発再稼働に反対する 1 万⼈委員会
          代表 原⽥ ⼆三⼦
        〒733-0012 広島市⻄区中広町 2-21-22-203
        Email: 1man_office＠hiroshima-net.org
        URL: http://hiroshima-net.org/yui/1man/
＜署名締切⽇＞ 毎⽉末集計しています。上記住所に郵送ください。
＜注意事項＞  必ず本⼈直筆でお願いします。住所は番地までお書きください。

名　前 住　所
広島市

広島市

広島市

広島市

広島市

※個人情報は適切に管理し、署名提出以外の目的では使用しません。

資料ページ１ 2013 年 9 ⽉ 17 ⽇広島 1 万⼈委員会（当時は結・広島）が
広島市議会に提出した請願
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5.6ｍSv
12ｍSv

63.37km

広島市 呉市

倉橋町横島
（広島県最南端）

廿⽇市市

⼤⽵市 江⽥島市 ⼭⼝県岩国市

伊⽅原発が福島原発並みの苛酷事故を起こしたら…原⼦⼒規制委員会の放射能拡散シミュレーションによる

広島市 呉市
各地が被る予想被曝線量（実効線量）※各市の市役所までの距離

OIL１ 500μSv/h
初期値設定値基準の種類

β線：40,000cpm

20μSv/h

飲⾷分に係る
スクリーニング
基準

OIL6

0.5μSv/h

（※地上1mで計測した場合の空間線量率）

核 種 飲料⽔・⽜乳・乳製品 野菜類、穀類、⾁、卵
⿂、その他

2,000ベクレル/kg
500ベクレル/kg

10ベクレル/kg
100ベクレル/kg

300ベクレル/kg
200ベクレル/kg

1ベクレル/kg
20ベクレル/kg

放射性ヨウ素
放射性セシウム
プルトニウム及び超ウラン
元素のアルファ核種
ウラン

（⽪膚から数cmでの検出器の係数率）
β線：13,000cpm【⼀か⽉後の値】

（※地上1mで計測した場合の空間線量率）

（※地上1mで計測した場合の空間線量率）

OIL（Operation Intervention Level=運⽤上介⼊レベル）

PAZ
UPZ

UPZ外

OIL１ 即時避難
OIL２ 避難（⼀時移転）の実施
30km以上であってプルーム（放射性
物質を⼤量に含んだ蒸気や雲）が通過す
ると⾒られる地域。モニタリングの
結果、プルームがあればOIL２

⼀週間以内と限定すれば実際には
不可能

OIL（Operation Intervention Level=運⽤上介⼊レベル）
苛酷事故時の避難基準（OILと防護措置）

時避難
全⾯緊急事態における避難や⼀時移転の⽬安

（〜概ね５km）

（概ね５〜30km）

（概ね30km〜）

除染を講じるための基準

住⺠等を数時間内に避難や屋
内退避等させるための基準

地域⽣産物の摂取を制限する
とともに、住⺠等を1週間程
度内に⼀時移転させるための
基準
OIL６による飲⾷物の摂取制
限を判断する準備として、飲
⾷物中の放射線核種濃度測定
を実施すべき地域を特定する

経⼝摂取による被曝影響を防
⽌するため、飲⾷物の摂取を
制限する際の基準

防護措置の概要
数時間内を⽬途に区域を特定し、避難等
を実施。（移動が困難な者の⼀時屋内退
避を含む）

避難基準に基づいて避難した避難者をス
クリーニングして、基準を超える際は迅
速に除染

1⽇内を⽬途に区域を特定し、地域⽣産
物の摂取を制限するとともに1週間程度
内に⼀時移転を実施

数⽇内を⽬途に飲⾷物中の放射線核種濃
度を測定すべき地域を特定

1週間内を⽬途に飲⾷物中の放射性核種
濃度の測定と分析を⾏い、基準を超える
ものにつき摂取制限を迅速に実施

OIL４

OIL２

基準の概要
緊
急
防
護
措
置

早
期
防

飲
⾷
物
摂
取
制
限
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【参照資料】原⼦⼒規制委員会「原⼦⼒災害対策指針」2013 年 9 ⽉ 5 ⽇全部改正より http://www.nsr.go.jp/activity/bousai/data/130905_saitaishishin.pdf

【参照資料】原⼦⼒規制委員会「拡散シミュレーションの試算結果」2012 年 12 ⽉ http://www.nsr.go.jp/activity/bousai/data/kakusan_simulation1.pdf

※広島市を含む
 広島県⻄南部が該当

空間線量率換算
約 40μSv

伊⽅原発が福島原発事故並みの苛酷事故を起こした場合の原⼦⼒規制委員会
放射性物質拡散シミュレーションから演繹した主要各地の 1 週間予測被曝線量

広島県⻄部、瀬⼾内沿岸地帯
は全て避難対象地区

※広島・呉・廿⽇市・⼤⽵・江⽥島、岩国の各市は該当

（⼀時移転）

伊⽅原⼦⼒発電所

上関原発
（建設計画中）

広島
廿⽇市

松⼭

島根原⼦⼒発電所

呉
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